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編集後記
　１月から２月にかけて各組合員組織の総会
が開催されています。私もいくつかの総会の
取材に行かせてもらいましたが、各組織の事
業活動内容を見ると、活動内容が発信されて
いないだけで素晴らしい活動をしている組織
が多いことに気づきました。
　広報担当として情報収集のアンテナを張り
巡らせ、素晴らしい活動をたくさん発信し、ＪＡ
の魅力を伝えられるよう、さらに頑張っていき
たいと思います。

（明）
あぐりへい屋の鍋まつりに行ってきました！
鍋を食べて、カラダの芯まで温まったよ！JA新はこだて facebook 検索

随時、最新情報を更新していますので、
ぜひチェックしてみてください。

facebookページ更新中！

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-944-904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-159-674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。

材　料（2人分）

作　り　方

キャベツ ・・・・・・・・・・・・・・ 1/4個

ツナ缶 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 1缶

アンチョビフィレ ・・・・・・・・・・・ 3枚

ニンニク（みじん切り） ・・・・・・・ 小さじ1

トマト ・・・・・・・・・・・・・・・ 1/2個

塩・こしょう ・・・・・・・・・・・・・・適宜

オリーブ油 ・・・・・・・・・・・・ 大さじ1

キャベツとツナのサラダ
～アンチョビ風味

フライパンにオリーブ油・ニンニク・アンチョビ

フィレを入れ、弱火で香りを出し、軽く油を

切ったツナ缶を入れ、火を止める。

鍋に湯を沸かし、塩少々を入れ、ざく切りにし

たキャベツをさっとゆでざるにあげる。

ボウルにキャベツを入れ、（１）とあえて皿に盛

り付ける。トマトを飾り、こしょうを掛け出来上

がり。

（１）

（２）

（３）

キャベツが温かいうちにあえると味がよくなじみます。

「キッチン晴人」のオーナーシェフ

永井 智一（ながい ともかず）
「キッチン晴人」のオーナーシェフ。
1975年茨城県水戸市生まれ。高校卒業
後、都内のすし店で修業後、帰郷し懐石料
理を学ぶ。2013年12月に畑とつながるをコ
ンセプトとした「キッチン晴人」をオープンし、
地元農産物を生かした料理を提供中！

料理
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奥
さ
ん
の
真
紀
さ
ん
が
手
作
り

し
た「
ば
ば
農
園
」の
看
板
。最

近
、完
成
し
た
シ
イ
タ
ケ
を
選

別
す
る
倉
庫
に
設
置
さ
れ
て
い

る
。丈
宜
さ
ん
も
お
気
に
入
り
。

道南を
たがや

農す

農
業
が
好
き

　

馬
場
丈
宜
さ
ん
は
二
人
兄
弟
の
次
男
で
、

高
校
卒
業
後
、
道
立
農
業
大
学
校
で
４
年

間
勉
強
し
て
か
ら
実
家
に
戻
り
、就
農
し
た
。

農
作
業
の
手
伝
い
は
し
て
い
た
の
で
、
就

農
し
て
か
ら
の
作
業
的
な
問
題
は
特
に
無

か
っ
た
と
の
こ
と
。

　

農
業
を
し
て
良
か
っ
た
点
を
聞
く
と「
農

業
は
好
き
で
や
っ
て
い
る
の
で
、
特
に
無

い
が
、
挙
げ
る
と
し
た
ら
休
み
を
自
分
で

調
整
で
き
る
こ
と
か
な
」
と
話
す
。

　

現
在
は
父
の
喜
市
さ
ん
か
ら
経
営
を
引

き
継
ぎ
、経
営
主
と
し
て
も
奮
闘
す
る
毎
日
。

パ
ー
ト
さ
ん
に
一
年
を
通
し
て
働
い
て
も

ら
え
る
よ
う
に
就
農
し
て
か
ら
新
た
な
作

物
の
導
入
に
も
取
り
組
ん
だ
。「
作
物
の
収

穫
時
期
な
ど
も
重
な
ら
な
い
よ
う
、
計
画

的
に
作
業
を
し
て
い
ま
す
」
と
作
業
上
の

工
夫
点
を
語
る
。

　

一
年
を
通
し
て
働
き
、
ほ
と
ん
ど
休
み

の
な
い
中
で
も
長
男
の
雄
代
く
ん
と
次
男

の
絢
生
く
ん
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
大
会
の

時
に
は
仕
事
を
休
み
、
奥
さ
ん
の
真
紀
さ

ん
と
応
援
に
行
く
な
ど
、
家
族
と
の
時
間

も
大
切
に
し
て
い
る
。

所
得
向
上
に
向
け
て
思
案
中

　

最
近
は
労
働
力
の
確
保
に
も
苦
労
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
馬
鈴
薯
を
加
工
用
向
け

の
出
荷
に
変
え
、
今
ま
で
選
別
に
時
間
が

掛
か
っ
て
い
た
分
を
他
の
作
業
の
時
間
に

使
う
よ
う
に
す
る
な
ど
、
今
あ
る
労
働
力

を
有
効
的
に
使
う
よ
う
に
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
る
。「
今
後
は
、
作
る
作
物
を
選
定

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

所
得
向
上
に
向
け
て
は
、
現
在
、
作
付

し
て
い
る
品
目
の
利
益
率
を
上
げ
て
い
く

ほ
か
、
ハ
ウ
ス
作
物
に
力
を
い
れ
て
い
く

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

若
松
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
で
は
部
会
長

を
務
め
て
い
る
丈
宜
さ
ん
。
部
会
と
し
て
、

生
産
者
と
作
付
面
積
が
増
え
な
い
こ
と
、

夏
場
の
秀
品
率
向
上
な
ど
が
課
題
と
生
産

組
織
活
動
に
も
一
生
懸
命
。

　
「
一
年
間
働
く
こ
と
は
カ
ラ
ダ
的
に
大

変
」
と
話
す
も
の
の
、
好
き
な
農
業
を
続

け
て
い
く
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、

農
作
業
に
汗
を
流
す
日
々
は
続
く
。

　北斗市の生産者により生産され
た酒造好適米「彗星」を使用して作
られた純米吟醸酒です。
　香りが豊かで味に深みがあり、
すっきりとした味わいが特徴で
す。

﹁
好
き
だ
か
ら
こ
そ
頑
張
れ
る
﹂

農
業
に
真
摯
に
向
き
合
う
農
業
者720ml　1,600円（税込）

お問い合わせ／ あぐりへい屋
 TEL:0138-77-7779

イチオシの一品！

地酒「北斗発祥」

丈宜さん自身も学生時代はバドミントンをしてお
り、休みの日には大会の応援だけでなく、今でもた
まに子供たちとバドミントンをするとのこと。

こ
れ
か
ら
芽
が
出
る
原
木
シ
イ

タ
ケ
の「
ほ
だ
木
」を
棚
に
載
せ

る
作
業
を
す
る
丈
宜
さ
ん
。今

年
は
寒
く
、シ
イ
タ
ケ
が
出
荷
で

き
る
大
き
さ
に
な
る
ま
で
に
も

日
数
が
掛
か
っ
て
い
る
と
の
こ

と
。

軟
白
ね
ぎ
の
皮
を
剥
く
丈
宜
さ

ん
。出
荷
は
１１
月
か
ら
４
月
中
頃

ま
で
続
く
。皮
を
剥
く
作
業
と

箱
詰
め
作
業
は
主
に
母
の
早
苗

（
さ
な
え
）さ
ん
と
パ
ー
ト
従
業

員
の
２
名
が
メ
イ
ン
で
行
っ
て
い

る
。

き
い
ち

ゆ
う
だ
い

ま　
　

き

じ
ゅ
ん
き

せたな町 北檜山区

馬場　丈宜さん
　　　一剛さん

たけ のりば　  ば

かず たか

水稲 6.8ha
大豆 2.1ha
馬鈴薯 6.4ha
軟白ねぎ 0.2ha
ブロッコリー 2.1ha
シイタケ 0.25ha
人参 3.5ha

23



特集 日本農業新聞を読んでますか？

　「日本農業新聞」は、国内唯一の日刊農業専門誌でＪＡグループの総合
情報紙です。紙面の内容は営農技術や農政に関する情報だけではなく、く
らしや文化、ごらく情報など幅広い内容となっています。
　今回は、様々な情報が掲載されている「日本農業新聞」について、簡単に
ご紹介いたします。

 　農業新聞には、各ＪＡの取り組み内
容などが掲載されており、当ＪＡの取り
組み内容なども掲載されています。
　掲載されているものは、道南地区を
担当している農業新聞記者や本店の広
報担当者、各基幹支店にいる広報通信
員が取材しています。北海道版（地方
版）の紙面では、各地域でのイベント・
各組織活動・当ＪＡの取り組み内容な
どが掲載されておりますので、ぜひ、ご
覧になってください！！ くらしを豊かにする情報も載っています！！

その他にも、さまざまな内容が掲載されています！！

当ＪＡの活動内容なども掲載されています！！

２０１８年２月８日　１１面掲載記事

忙しくて読む時間がない場合には
ここをチェック！！

市況情報も一目でわかる！！

２０１８年２月８日　１面掲載記事

営農に役立つ情報が満載！！
２０１８年２月８日　１３面掲載記事

２０１７年１１月２０日　掲載記事

２０１７年８月１５日　掲載記事

２０１７年４月８日　掲載記事

２０１７年５月１７日　掲載記事

２０１８年２月８日　８面掲載記事

【くらし豊かに】【明日を読む】情報

女の階段【くらし面(月曜のみ読者面)・月～金曜付】
１９６７年から続いている心温まるコーナーです。農
業・農村に暮らす女性たちに共通する悩み・出来事を
つづっています。

くらしの薬膳
健康に関心がある、介護食などで悩んでいる人に、手
軽で楽しくできる薬膳の作り方を紹介します。

きょうの一品
毎日の晩ごはんの献立を考えるのは大変なこと。全厚
連栄養士協議会がレシピを提供しているので健康的
です。記事を切り抜けば料理本になります。

【営農販売・直売に役立つ】情報

インターネットでも閲覧できます！

営農ひと工夫【総合営農面・随時掲載】
生産者の独創的な工夫を紹介。どれくらいの時間や資
材、人件費が節約できるのかを載せ、今すぐに役立つ
情報です。

私の経営【総合営農面・火曜付】
大規模な法人から、個人経営の方まで、農業経営者を
紹介。現在の経営状況や経営で苦労したこと、今後の
展望などを掲載しています。

１ヵ月予報【天気面・土曜付】
地域別に、１週間ごとの天気を１ヵ月先まで予報する
コーナー。「お役立ち気象情報」を活用すれば、作業の
日程を決めるためにも役立ちます。

日本農業新聞の公式ホームページでは、１日２０本程
度の記事を毎日掲載しています（日曜と特定の休みは
除く）。

購読していない方については、お近くの基幹支店の営農
担当部署にご連絡頂ければ、すぐに購読できますので、
ご連絡下さい。

【農政・ＪＡを知る】情報

農政情報などを詳しく【総合面(１～３面)】
ニュースや地方の話題を深堀りした読み応えのある紙
面です。「論説」は本紙ならではの視点で問題提起して
います。

だから青年部【ＪＡ面・月曜付】
ＪＡ青年部員が取り組んでいること、課題や目標、仲間
づくり、地域との連携、ポリシーブックの実践などを紹
介します。

キラリ女性部
ＪＡ女性部や部員が取り組んでいること、仲間づくり、
食農教育、課題や展望を紹介します。

日本農業新聞 で検索するか

「ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ａｇｒｉｎｅｗｓ.ｃｏ.ｊｐ/」に
アクセスするとご覧頂けます。

◆購読料　２，５２０円（税込）／１ヶ月

こ
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
！

所得向上や経費節減に役
立つ情報、先進農家の経営
事例や農家が考案した営農
アイデア、研究機関の最新
成果など、今後の営農に活
かせる情報が掲載されてい
ます！！

営農技術等だけではなく、
普段の生活に役立つ情報も
掲載されており、女性が読
んで楽しめるコーナーもたく
さんあります！！

全国主要市場の青果物、畜産、花卉などの市況情報
が掲載されており、農産物の売れ筋情報やマーケット
の動きを把握できます！！

その日のニュースの見
どころをここで紹介し
ています！！
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TOPICS
トピックス

管内各地の　　な情報を

お届けします。

旬

Introduction

さ
んとなりの農家

～農家の現場へズームイン～

▲「品質を確かめながら作業する」柴田さん

　

八
雲
町
入
沢
地
区
の
柴
田
真

吾
さ
ん
は
、
１１
月
上
旬
か
ら
軟

白
ね
ぎ
の
収
穫
作
業
に
励
む
毎

日
を
送
っ
て
い
る
。
現
在
、
日

量
で
約
４０
ケ
ー
ス
を
収
穫
し
て

お
り
、
４
月
末
ま
で
作
業
が
続

く
。

　

農
作
業
を
行
う
上
で
「
体
調

管
理
」
に
注
意
し
て
お
り
、「
体

調
を
崩
し
て
作
業
に
遅
れ
が
で

な
い
よ
う
、
日
々
の
体
調
管
理

に
は
気
を
つ
け
て
い
る
」
と
話

す
。

　

ま
た
、「
地
元
の
青
年
部
の

仲
間
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら

多
く
を
学
び
、
品
質
を
良
く
し

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
ん
で

い
る
。

　

今
後
の
経
営
に
つ
い
て
、「
多

く
の
活
動
か
ら
知
識
を
学
び
、

自
分
が
１０
年
後
に
満
足
で
き
て

い
る
よ
う
に
日
々
精
進
し
て
い

き
た
い
と
」
語
っ
て
く
れ
た
。

〈
取
材　

八
雲
支
店　

田
井　

健
吾
〉

▲「今年は雪も多く、ハウスを倒壊
させないよう注意して

　  います」と渋谷さん

大野

八雲

寒
暖
差
が
甘
味
を
生
む

未
来
の
自
分
の
為
に

　

北
斗
市
細
入
地
区
の
渋
谷
浩

之
さ
ん
は
、
ハ
ウ
ス
６
棟
で
白

か
ぶ
を
栽
培
し
て
い
る
。「
時

間
に
余
裕
を
持
っ
て
収
穫
作
業

が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
栽

培
を
始
め
て
か
ら
、
既
に
１０
年

以
上
が
経
つ
。

　

今
年
は
雪
と
寒
さ
で
生
育
が

遅
れ
て
お
り
、
昨
年
１２
月
に
播

種
し
た
も
の
は
、
ま
だ
二
重
被

覆
の
状
態
。「
寒
暖
差
が
大
き

け
れ
ば
甘
味
が
増
す
の
で
楽
し

み
で
は
あ
る
が
、
玉
割
れ
の
恐

れ
も
あ
る
の
で
心
配
で
す
」
と

話
す
。

　

収
穫
は
４
月
上
旬
頃
か
ら
約

１
ヵ
月
か
け
て
順
次
行
っ
て
い

く
予
定
。「
今
年
は
難
し
い
気

候
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
管
理

し
、
良
い
物
を
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

〈
取
材　

大
野
支
店　

尾
﨑　

真
吾
〉

柴
田
　
真
吾 

さ
ん（
32
）　
軟
白
ね
ぎ

し
ば  

た　
　
　

 

し
ん　

ご

渋
谷
　
浩
之
さ
ん（
39
）　
白
か
ぶ

し
ぶ　

や　
　

   

ひ
ろ 

ゆ
き

知内 八雲

共済

青年部綱領を朗唱する出席者ら

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
る

第
５１
回
Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て

知
内
地
区
青
年
部
通
常
総
会

　

知
内
地
区
青
年
部
は
１
月
23
日
、知
内
支
店

会
議
室
で
第
51
回
通
常
総
会
を
開
い
た
。

　

総
会
で
は
平
成
29
年
度
の
事
業
実
績
報
告
や

平
成
30
年
度
事
業
方
針
な
ど
、全
議
案
を
承
認
。

　

平
成
29
年
度
事
業
実
績
報
告
で
は
、各
種
勉

強
会
や
Ｊ
Ａ
夏
ま
つ
り
な
ど
の
実
施
を
報
告
し

た
。

　

平
成
30
年
度
事
業
方
針（
案
）で
は
、分
科
会

や
日
頃
の
作
業
技
術
を
競
う
競
技
大
会
を
例
年

通
り
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

青
年
部
落
部
支
部

「がんばるぞー」の掛け声で右手を高く挙げる出席者

目
標
の
達
成
に
向
け
て
士
気
を
高
め
る

平
成
３０
年
度

Ｌ
Ａ
共
済
推
進
決
起
大
会

　

共
済
課
は
２
月
９
日
、函
館
市
内
で「
平
成
30

年
度
Ｌ
Ａ
共
済
推
進
決
起
大
会
」を
開
き
、関
係

者
を
含
め
て
34
人
が
出
席
し
た
。

　

初
め
に
輪
島
組
合
長
が「
平
成
30
年
度
も
組

合
員
を
始
め
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
た
め
に
ま

す
ま
す
力
を
発
揮
し
、一生
懸
命
頑
張
っ
て
頂
き
た

い
」と
激
励
。

　

続
い
て
、優
績
Ｌ
Ａ
表
彰
で
は
、組
合
長
賞
に

知
内
支
店
の
小
澤
祐
司
係
長
、共
済
連
札
幌
支

所
長
賞
に
大
野
支
店
の
佐
藤
公
紀
職
員
、専
務

賞
に
厚
沢
部
支
店
の
日
沼
朱
香
職
員
、常
務
賞
に

八
雲
支
店
の
大
森
利
久
係
長
の
４
人
を
表
彰
し
、

賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

　

最
後
に
厚
沢
部
支
店
の
近
藤
裕
美
職
員
が
目

標
達
成
に
向
け
て
決
意
表
明
を
し
た
。

もちつき囃子を披露する青年部員

組合長賞を受賞した小澤係長

「
も
ち
つ
き
囃
子
」
に
大
喜
び

Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
北
渡
島
地
区

　

北
渡
島
地
区
青
年
部
落
部
支
部
は
１
月
10
日
、

八
雲
町
の
老
人
ホ
ー
ム「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
ひ
ま
わ

り
」で「
も
ち
つ
き
囃
子
」を
披
露
し
た
。

部
員
の「
も
ち
つ
き
囃
子
」に
入
居
者
ら
は
手
拍

子
を
す
る
な
ど
、盛
り
上
が
り
を
見
せ
、楽
し
ん

で
い
た
。

　

同
青
年
部
の
長
谷
川
公
彦
部
長
は「
今
回
の

餅
つ
き
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
貴
重
な
体
験
に

な
っ
た
。楽
し
ん
で
も
ら
え
た
の
で
、頑
張
っ
た
甲

斐
も
あ
り
ま
し
た
。機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
行
い
た

い
で
す
」と
話
し
た
。
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収入保険制度について説明を聞く関係者ら

担
い
手
の
育
成
・
確
保
に
向
け
て

檜
山
管
内
指
導
農
業
士
・
農
業
士
会
及
び

担
い
手
育
成
・
支
援
実
務
担
当
者
合
同
研
修
会

　

乙
部
町
民
会
館
で
１
月
24
日
、檜
山
管
内
指

導
農
業
士・農
業
士
会
及
び
担
い
手
育
成・支
援

実
務
担
当
者
合
同
研
修
会
が
行
わ
れ
、檜
山
管

内
の
指
導
農
業
士・農
業
士
の
ほ
か
、関
係
機
関

の
職
員
ら
が
参
加
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
み
な
み
道
南
支
所

西
部
事
業
所
の
若
狭
千
尋
事
業
課
長
が
収
入
保

険
制
度
に
つ
い
て
説
明
。若
狭
課
長
は「
経
営
品

目
、作
付
面
積
の
ウ
エ
イ
ト
な
ど
を
考
慮
し
、細

か
く
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
判
断
し
て
も
ら
い

た
い
」と
呼
び
か
け
た
。

サイコロステーキを買い求める来場者

伝
統
の
祭
り
で「
は
こ
だ
て
和
牛
」を
Ｐ
Ｒ

第
１
８
８
回

寒
中
み
そ
ぎ
祭
り
に
出
店

　

木
古
内
町
の
伝
統
行
事「
第
１
８
８
回
寒
中
み

そ
ぎ
祭
り
」最
終
日
の
1
月
15
日
、町
内
み
そ
ぎ

公
園
で「
は
こ
だ
て
和
牛
・
グ
ル
メ
魅
了
フ
ェ
ア
」

が
開
催
さ
れ
、町
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
肉
で
あ
る「
は

こ
だ
て
和
牛
」を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　

和
牛
の
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
職
員
ら
11
名
が
大
型

の
焼
き
台
６
基
を
使
い
、サ
イ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ
を

焼
き
あ
げ
、来
場
者
へ
販
売
し
た
。

　

当
日
は
雨
が
降
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

テ
ン
ト
前
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、１
皿
３
０
０

円
の
サ
イ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ
が
次
々
と
売
れ
た
。

「ふっくりんこカレー」を食べる児童と関係者

お
い
し
い
！
ふ
っ
く
り
ん
こ
カ
レ
ー

学
校
給
食
に
舌
鼓

　

厚
沢
部
町
米
作
振
興
会
が
寄
贈
し
た「
ふ
っ

く
り
ん
こ
」を
使
っ
た
学
校
給
食
の
カ
レ
ー
が
１

月
24
日
、町
内
小
中
学
校
に
提
供
さ
れ
、町
や
Ｊ

Ａ
関
係
者
に
も
振
る
舞
わ
れ
た
。

　

こ
の
日
は
、町
内
小
中
学
校
な
ど
の
給
食
用

と
し
て
、カ
レ
ー
３
３
０
食
を
調
理
。同
町
の
松

橋
道
雄
副
町
長
、山
田
智
稔
同
会
会
長
ら
が
厚

沢
部
小
学
校
を
訪
れ
、同
校
３
年
生
14
人
と
一
緒

に「
ふ
っ
く
り
ん
こ
カ
レ
ー
」を
味
わ
っ
た
。

　

太
田
塔
也
君
は「
ふ
だ
ん
よ
り
も
お
い
し
い

気
が
す
る
」と
笑
顔
で
口
に
運
ん
で
い
た
。

試食をしながら審査する審査員

最
高
賞
に「
幻
の
み
そ
キ
ャ
ラ
メ
ル
」

第
14
回
Ｊ
Ａ
女
性
部

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

木
古
内
支
店
女
性
部
は
１
月
25
日
、第
14
回

Ｊ
Ａ
女
性
部
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
木
古

内
町
中
央
公
民
館
で
開
い
た
。牛
乳
料
理
、漬
物
、

特
産
物
料
理
部
門（
み
そ
）な
ど
で
計
２
０
２
点

が
出
品
さ
れ
た
。

　

審
査
の
結
果
、最
高
賞
の
町
長
賞
は
、特
産
部

門
の「
幻
の
み
そ
キ
ャ
ラ
メ
ル
」が
選
ば
れ
た
。

　

同
女
性
部
の
森
永
尚
美
部
長
は「
特
産
物
の

テ
ー
マ
を
今
年
は『
味
噌
』と
し
た
が
、来
年
は
新

た
な
テ
ー
マ
と
し
、引
き
続
き
開
催
し
て
い
き
た

い
」と
話
し
た
。

出席者全員による青年部綱領の朗唱

地
域
交
流
な
ど
の
事
業
計
画（
案
）を
承
認

第
１１
回
Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て

七
飯
基
幹
支
店
地
区
青
年
部
通
常
総
会

　

七
飯
基
幹
支
店
地
区
青
年
部
は
１
月
29
日
、森

町
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
で
第
11
回
通
常
総
会

を
開
き
、来
賓
も
含
め
て
27
人
が
出
席
し
た
。

　

総
会
で
は
平
成
29
年
度
の
事
業
報
告
や
平
成

30
年
度
事
業
計
画
書（
案
）な
ど
、全
議
案
を
承

認
し
た
。

　

同
青
年
部
の
松
倉
史
和
副
部
長
は「
近
年
は

異
常
気
象
に
よ
り
、作
物
へ
の
被
害
も
多
く
な
っ

て
い
る
。当
青
年
部
は
部
員
間
交
流
を
大
切
に
し
、

地
域
交
流
と
農
業
の
発
展
を
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
」と
意
気
込
み
を
述
べ
た
。

挨拶をする山本新部長

新
部
長
に
山
本
さ
ん

第
１１
回
Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て

北
斗
地
区
青
年
部
通
常
総
会

　

北
斗
地
区
青
年
部
は
１
月
26
日
、函
館
市
内

で
第
11
回
通
常
総
会
を
開
き
、来
賓
も
含
め
て

28
人
が
出
席
し
た
。

　

総
会
で
は
平
成
29
年
度
の
事
業
経
過
報
告
や

平
成
30
年
度
事
業
計
画
な
ど
、全
議
案
を
承
認

し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、今

回
の
役
員
改
選
で
新
た
に
部
長
に
就
任
し
た
山

本
隆
久
さ
ん
は「
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
、共
に
青

年
部
活
動
を
楽
し
く
、意
義
の
あ
る
も
の
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
意
気
込
み
を
述
べ
た
。

式辞を述べる落合部長

合
併
に
向
け
て
、
発
展
的
解
散

Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
上
磯
支
店
女
性
部
第
60
回
通
常
総
会

解
散
の
儀
及
び
設
立
60
周
年
記
念
祝
賀
会

　

上
磯
支
店
女
性
部
は
１
月
30
日
、第
60
回
通

常
総
会
と
解
散
の
儀
及
び
設
立
60
周
年
記
念
祝

賀
会
を
函
館
市
内
で
開
い
た
。

　

同
女
性
部
は
昭
和
32
年
に
発
足
。年
々
部
員

数
も
減
少
し
て
き
た
こ
と
か
ら
60
周
年
を
機
に

発
展
的
に
解
散
し
た
。

　

初
め
に
、第
60
回
通
常
総
会
を
行
い
、続
い
て

行
わ
れ
た
解
散
の
儀
で
は
、歴
代
の
部
長
へ
感
謝

状
を
贈
呈
し
た
ほ
か
、記
念
誌
で
60
年
間
の
活

動
を
振
り
返
り
、解
散
宣
言
を
し
て
60
年
の
歴

史
に
幕
を
お
ろ
し
た
。

挨拶をする大嶋組合長

数
量
、
金
額
と
も
に
過
去
最
高

第
４７
回
知
内
町

ニ
ラ
生
産
組
合
通
常
総
会

　

知
内
町
ニ
ラ
生
産
組
合
は
１
月
22
日
、知
内

支
店
会
議
室
で
第
47
回
通
常
総
会
を
開
い
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、同
組
合
の
大
嶋
貢
組
合
長

は「
昨
年
は
バ
ラ
出
荷
の
初
年
度
と
い
う
こ
と

で
不
慣
れ
な
部
分
も
あ
っ
た
が
、無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。先
人
達
へ
の
感
謝
を
忘
れ

ず
に
、こ
れ
か
ら
も
安
定
生
産
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
」と
述
べ
た
。

　

総
会
で
は
、平
成
29
年
度
事
業
実
績
で
数
量
、

金
額
と
も
に
昨
年
を
上
回
り
、過
去
最
高
の
結

果
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。
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※要約版でありますことを予めご了承願います。

◆開催期間 ： 平成２９年１２月４日（月）～１２月６日（水）
◆開催状況：１２地区・８会場で開催
◆出席状況：対象者数２，２６２人、出席者数１７８、
　　　　　　出席率７．９％

組合員懇談会
開催結果報告（要約版）

　

◇…

回
答

１
．
旧
Ａ
コ
ー
プ
知
内
店
・
建
物
の
今
後

の
対
応
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

◇　

町
が
何
と
か
町
内
に
ス
ー
パ
ー
を
残

し
た
い
と
言
う
こ
と
で
、
量
販
店
の
誘

致
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
売
り
場
面

積
が
狭
小
で
あ
る
こ
と
や
施
設
修
繕
が

必
要
な
事
を
理
由
に
断
念
し
た
状
況
に

あ
り
ま
す
。
今
後
は
所
定
の
手
続
き
を

踏
ん
だ
中
で
解
体
・
更
地
の
方
向
で
検

討
し
ま
す
。

２
．
Ａ
コ
ー
プ
知
内
店
の
閉
店
や
、
今
回

の
乙
部
支
店
の
廃
止
な
ど
、
採
算
が
合

わ
な
い
と
閉
店
と
な
る
の
か
。

◇　

農
協
は
組
合
員
の
利
益
の
た
め
、
奉

仕
の
原
則
の
も
と
事
業
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
利
益
が
出
た
場
合
は
組

合
員
に
還
元
し
て
い
き
ま
す
。
乙
部
支

店
の
場
合
は
ス
タ
ン
ド
併
設
と
な
っ
て

い
る
金
融
店
舗
を
閉
店
し
ま
す
。Ａ

コ
ー
プ
知
内
店
は
施
設
の
老
朽
化
が
著

し
く
、
維
持
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
閉

店
と
な
り
ま
し
た
。

３
．
現
在
の
７
基
幹
支
店
体
制
を
見
直
し

し
て
、
も
っ
と
支
店
統
合
を
進
め
、
コ

ス
ト
削
減
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

◇　
（
要
望
）

４
．
営
農
畜
産
は
専
門
知
識
が
必
要
な
の

で
、
単
年
度
ご
と
に
異
動
さ
せ
な
い
で
、

よ
く
考
え
て
職
員
配
置
を
行
っ
て
欲
し

い
。
ま
た
、
専
門
知
識
の
習
得
等
、
職

員
教
育
も
し
っ
か
り
と
行
っ
て
欲
し
い
。

◇　
（
要
望
）

５
．
今
年
の
人
事
異
動
に
つ
い
て
、
ベ
テ

ラ
ン
職
員
も
新
人
職
員
も
同
じ
１
人
と

し
て
み
て
い
る
の
か
。
現
場
で
は
弊
害

も
出
て
い
る
。

◇　

人
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
当
Ｊ
Ａ
全

体
を
見
て
採
用
し
配
置
し
て
お
り
ま
す

が
、
採
用
決
定
後
の
辞
退
者
や
予
定
外

の
退
職
者
等
、
そ
の
欠
員
へ
の
補
充
も

現
在
の
就
職
環
境
は
、
売
り
手
市
場
で

あ
り
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

６
．
今
年
の
人
事
異
動
で
、
長
距
離
の
異

動
と
な
っ
た
職
員
が
い
る
が
、
基
幹
支

店
内
で
あ
れ
ば
分
か
る
が
移
動
距
離
を

考
慮
願
い
た
い
。

◇　

今
年
よ
り
、
通
勤
の
距
離
等
も
考
慮

し
て
異
動
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
各
支

店
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
え
て
異

動
し
て
お
り
、
一
部
や
む
を
得
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

７
．
こ
れ
か
ら
と
い
う
将
来
性
の
あ
る
若

い
職
員
が
辞
め
て
い
く
が
、
そ
の
理
由

を
よ
く
検
証
し
、
辞
め
る
職
員
が
続
か

な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

◇　
（
要
望
）

１
．
各
支
店
の
金
融
店
舗
等
の
廃
止
に
つ

い
て
の
プ
ロ
セ
ス
を
聞
き
た
い
。

◇　

金
融
店
舗
別
の
貯
金
残
高
や
来
店
数
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
状
況
等
の
デ
ー
タ
を
分

析
・
検
証
し
て
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
農
協
法
改
正
に
よ
る
公
認
会
計

士
監
査
や
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
体
制
整
備
基
準

へ
の
対
応
も
勘
案
し
、
地
区
内
の
合
意

形
成
に
努
め
な
が
ら
取
り
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

２
．
店
舗
再
編
に
あ
た
り
、
当
該
支
店
の

状
況
を
早
め
に
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、

収
支
改
善
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
と
考

え
る
の
で
、
早
め
の
対
応
を
検
討
願
い

た
い
。

◇　
（
要
望
）

３
．
素
牛
延
払
制
度
に
替
わ
る
新
資
金
の

内
容
に
つ
い
て
説
明
願
い
た
い
。

◇　

新
資
金
は
経
営
に
特
化
し
た
使
途
の

幅
が
拡
が
っ
た
対
策
資
金
で
す
。
活
用

方
法
に
よ
っ
て
は
、
利
用
者
の
負
担
軽

減
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

４
．
債
務
完
済
の
際
に
案
内
が
送
付
さ
れ

て
来
る
が
、
案
内
だ
け
で
は
な
く
、
担

保
抹
消
手
続
き
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

も
ら
い
た
い
。

◇　

受
託
資
金
の
完
済
の
場
合
だ
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
も
相
談
の
都
度
、

担
保
抹
消
の
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
も
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

１
．
農
家
人
口
の
減
少
に
つ
い
て
対
策
は

あ
る
の
か
。
新
規
就
農
者
な
ど
の
取
り

組
み
は
し
て
い
る
か
。

◇　

道
南
地
区
で
２
月
か
３
月
に
新
規
就

農
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
予
定
が
あ
り
ま

す
。
当
農
協
も
各
市
町
と
連
携
し
な
が

ら
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２
．
農
作
業
の
機
械
化
も
限
界
に
き
て
お

り
、
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

対
策
は
あ
る
か
。

◇　

外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
入
を
進
め

る
ほ
か
、
法
人
化
や
コ
ン
ト
ラ
組
織
の

設
立
等
も
選
択
肢
と
し
て
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
地
域
の
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

農
協
と
し
て
は
地
域
で
協
議
す
る
場
を

作
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
情

報
を
提
供
す
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

３
．
賦
課
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
見
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
あ
る
か
。

◇　

平
成
２２
年
に
賦
課
金
の
全
面
改
訂
を

行
い
、「
１０
年
は
こ
の
賦
課
金
で
い
き

た
い
」
と
し
て
お
り
、
間
も
な
く
１０
年

が
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
見
直
し
の
検

討
を
始
め
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
賦
課
金

の
使
い
道
と
し
て
地
域
振
興
費
や
組
織

助
成
金
の
あ
り
方
を
検
証
す
る
こ
と
か

ら
取
り
進
め
ま
す
。

４
．
賦
課
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
、デ
ー
タ

な
り
情
報
が
無
い
中
で
意
見
が
出
し
に
く

い
の
で
、次
回
の
懇
談
会
で
デ
ー
タ
な
ど

を
出
し
て
欲
し
い
。

◇　
（
要
望
）

５
．
賦
課
金
は
ど
う
い
う
性
質
の
も
の
で
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
、
組
合
員
の
理
解
が
薄
い
よ
う
に

感
じ
る
。

◇　

平
成
２８
年
度
実
績
で
は
地
域
振
興
費

に
３１
％
、
組
織
助
成
に
５０
％
、
残
り
約

２
割
は
営
農
指
導
経
費
と
し
て
使
用
し

て
い
ま
す
。
賦
課
金
の
見
直
し
に
あ

た
っ
て
は
、
時
間
を
か
け
な
が
ら
組
合

員
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
進

め
い
た
し
ま
す
。

６
．
助
成
金
が
減
ら
さ
れ
る
と
活
動
が
萎

縮
し
て
し
ま
う
。
今
後
も
組
織
の
助
成

や
地
域
振
興
費
は
減
ら
さ
な
い
で
欲
し

い
。

◇　
（
要
望
）

７
．
新
規
就
農
者
の
営
農
指
導
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

◇　

役
場
・
普
及
セ
ン
タ
ー
・
Ｊ
Ａ
で
構

成
す
る
営
農
指
導
対
策
協
議
会
で
対
応

し
て
参
り
ま
す
。

８
．
廃
プ
ラ
業
者
選
定
に
あ
た
り
、
な
ぜ

協
議
会
に
相
談
な
く
決
め
た
の
か
？
ゴ

ミ
に
対
す
る
支
出
は
敬
遠
さ
れ
や
す
い

の
で
単
価
に
つ
い
て
は
よ
り
良
い
方
向

で
検
討
頂
き
た
い
。

◇　

こ
れ
ま
で
利
用
し
て
い
た
西
武
建
設

運
輸
が
廃
プ
ラ
処
理
業
か
ら
撤
退
す
る

こ
と
な
っ
た
た
め
、
以
前
利
用
し
て
い

た
日
本
公
防
に
戻
し
ま
し
た
。
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
て
、
別
な
業
者
を
利
用

す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

９
．
第
５
次
振
興
計
画
に
お
け
る
「
所
得

２０
％
向
上
」
取
組
の
進
捗
状
況
を
教
え

て
頂
き
た
い
。

◇　

水
稲
で
は
農
薬
散
布
減
、
酪
畜
で
は

難
防
除
草
地
更
新
に
よ
る
良
質
粗
飼
料

の
確
保
・
専
用
種
で
は
分
娩
間
隔
の
短

縮
を
図
る
為
の
デ
ー
タ
提
供
な
ど
の
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
各
地

区
に
お
い
て
１
年
目
の
成
果
検
証
を
行

い
、
２
年
間
以
降
の
取
り
組
み
強
化
に

つ
な
げ
て
参
り
ま
す
。

１０
．
八
雲
の
み
な
ら
ず
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

が
足
り
な
い
現
状
で
、Ｊ
Ａ
な
ど
外
部

団
体
に
委
託
す
る
意
見
も
出
て
い
る
が
、

Ｊ
Ａ
と
し
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

◇　

当
Ｊ
Ａ
管
内
に
は
４
つ
の
ヘ
ル
パ
ー

組
合
が
あ
り
、
ど
の
地
区
も
人
材
確
保

が
厳
し
い
状
況
で
す
。
道
南
５
つ
の
ヘ

ル
パ
ー
組
合
が
一
体
と
な
っ
た
人
材
確

保
の
対
策
を
取
り
始
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
・
求
人
チ
ラ
シ
等
に
よ
り
募
集
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

１１
．
Ｊ
Ａ
事
業
の
中
に
共
撰
施
設
と
同
等

な
位
置
づ
け
で
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
を
入

れ
て
ほ
し
い
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
人
員
を
確

保
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
た
だ
け
な

い
か
。

◇　

各
ヘ
ル
パ
ー
組
合
の
考
え
方
も
あ
り
、

Ｊ
Ａ
傘
下
に
置
く
こ
と
で
利
用
者
負
担

が
増
え
る
事
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

慎
重
な
議
論
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

１２
．
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
募
集
に
あ
た
り
、
組

合
の
名
前
で
は
来
な
い
。
Ｊ
Ａ
と
い
う

ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
で
募
集
す
れ
ば
人
の

集
ま
り
方
が
違
う
と
考
え
る
。
Ｊ
Ａ
で

採
用
し
、
ヘ
ル
パ
ー
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に

異
動
さ
せ
る
な
ど
で
き
な
い
か
。

◇　

現
在
、
職
員
を
採
用
す
る
際
に
は
総

合
職
と
し
て
募
集
し
て
い
る
が
、
ヘ
ル

パ
ー
に
特
化
し
た
専
門
職
と
し
て
採
用

す
る
場
合
は
、
色
々
な
角
度
か
ら
待
遇

改
善
の
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
費

用
等
を
試
算
し
た
中
で
各
地
区
の
ヘ
ル

パ
ー
組
合
と
協
議
し
な
が
ら
取
り
進
め

致
し
た
い
。

１３
．
専
門
職
員
を
置
く
方
針
に
Ｊ
Ａ
の
姿

勢
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。
ヘ
ッ
ド
ハ
ン

テ
ィ
ン
グ
し
て
で
も
早
急
に
対
処
願
い

た
い
。
専
門
職
員
を
酪
農
セ
ン
タ
ー
に

置
く
よ
う
な
構
想
を
示
し
て
頂
き
た
い
。

◇　

（
要
望
）

１４
．
平
成
２１
年
に
畜
産
手
数
料
が
ア
ッ
プ

し
た
が
、
農
協
経
営
も
安
定
し
て
き
た

こ
と
か
ら
、
畜
産
手
数
料
を
下
げ
て
ほ

し
い
。

◇　

こ
こ
数
年
は
農
協
経
営
が
安
定
し
剰

余
金
等
を
出
し
て
い
る
が
、
金
融
部
門

の
利
ザ
ヤ
の
低
下
等
に
よ
り
、
今
後
の

農
協
経
営
は
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
た
い
。

１５
．
資
材
課
は
３
名
の
職
員
で
運
営
し
て

い
る
が
、
ク
ミ
カ
ン
訂
正
等
の
事
務
ミ

ス
が
多
く
現
在
の
体
制
で
は
職
員
数
が

不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

◇　

７
月
に
資
材
課
職
員
１
名
が
退
職
し
、

募
集
を
か
け
て
も
応
募
が
な
い
た
め
、

営
農
生
産
課
が
応
接
対
応
を
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
資
材
課
職
員
１
名
を
新
た

に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
．
労
働
力
不
足
の
対
策
と
し
て
、
農
協

全
体
で
外
国
人
実
習
生
等
の
活
用
を
検

討
願
い
た
い
。

◇　
（
要
望
）

２
．
契
約
南
瓜
の
精
算
が
遅
い
為
、
概
算

払
い
を
す
る
等
、
対
応
願
い
た
い
。

◇　

反
収
増
加
に
伴
う
契
約
数
量
の
超
過

や
歩
留
ま
り
等
を
要
因
に
、
価
格
交
渉

が
難
航
し
、
精
算
が
遅
延
し
ま
し
た
こ

と
を
お
詫
び
致
し
ま
す
。
今
後
は
概
算

払
い
対
応
含
め
、
早
期
な
精
算
に
努
め

ま
す
。

３
．
新
野
菜
広
域
流
通
施
設
の
進
捗
状
況

は
？

◇　

平
成
３２
年
の
春
稼
動
に
向
け
、
現
在
、

建
設
用
地
で
は
地
盤
を
強
化
す
る
為
、

盛
土
作
業
中
で
す
。
今
後
、
営
農
セ
ン

タ
ー
の
集
約
や
資
材
の
物
流
セ
ン
タ
ー

等
の
建
設
も
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

４
．
今
年
産
米
の
価
格
に
つ
い
て
教
え
て

頂
き
た
い
。

◇　

全
国
的
な
新
規
需
要
米
や
麦
等
へ
の

転
作
の
取
組
に
よ
り
、
需
給
が
締
ま
り
、

主
要
で
あ
る
「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
で
１

５
０
０
０
円（
俵
）以
上
と
な
っ
て
お
り
、

東
日
本
大
震
災
時
以
来
の
水
準
に
近
づ

い
て
い
ま
す
。

５
．
米
の
生
産
調
整
廃
止
後
に
お
け
る
加

工
米
の
取
扱
い
は
ど
う
な
る
か
。

◇　

北
海
道
と
し
て
は
「
生
産
の
目
安
」

を
決
定
し
て
、
各
再
生
協
議
会
（
市
町

村
）
に
対
し
主
食
米
や
加
工
米
の
数
量
、

面
積
の
配
分
が
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
国
が
各
都
道
府

県
に
配
分
後
、
道
か
ら
各
市
町
村
に
配

分
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
３０
年
産
か
ら
、

道
の
「
生
産
の
目
安
」
決
定
後
、
各
市

町
村
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

６
．
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
種
子
に
つ
い
て
、

年
々
配
分
が
減
少
し
て
い
る
が
、
ど
の

様
な
配
分
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
の

か
？

◇　

種
子
配
分
に
つ
い
て
は
、
道
米
対

ル
ー
ル
に
基
づ
き
、
低
タ
ン
パ
ク
米
比

率
や
１
等
米
比
率
が
基
準
と
な
り
配
分

さ
れ
ま
す
。
尚
、
前
年
配
分
の
９
０
％

は
固
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
総
務
部
関
係
】

１
．
燃
料
に
つ
い
て
、
他
の
ス
タ
ン
ド
よ

り
安
く
販
売
し
て
欲
し
い
。

◇　

地
域
の
市
況
を
睨
み
な
が
ら
、
極
力

安
く
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
を

願
い
ま
す
。

２
．
機
械
セ
ン
タ
ー
で
自
動
車
の
整
備
も

積
極
的
に
展
開
し
て
欲
し
い
。

◇　

施
設
の
整
備
コ
ス
ト
や
免
許
の
取
得

な
ど
、
自
動
車
整
備
は
難
し
い
も
の
と

判
断
し
て
お
り
ま
す
。

１
．
組
合
員
の
口
頭
で
の
要
請
・
疑
問
・

質
問
を
雑
談
レ
ベ
ル
で
当
該
職
員
で
と

ま
る
こ
と
な
く
、
役
員
ま
で
声
が
届
く

よ
う
希
望
す
る
。

◇　
（
要
望
）

２
．
組
合
員
の
意
見
が
響
か
な
い
Ｊ
Ａ
で

は
困
る
。
組
合
員
は
責
任
を
も
っ
て
発

言
し
て
お
り
、
真
摯
に
受
け
止
め
て
ほ

し
い
。

◇　
（
要
望
）

【
信
用
共
済
部
関
係
】

【
農
業
振
興
部
関
係
】
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に

お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

　

昨
年
１１
月
に

「
食
」
と
「
農
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
「
北

海
道
ア
グ
リ
・
フ
ー
ド
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
で
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
や「
ド

ド
ー
ン
貯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
等
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た

ほ
か
、
口
座
開
設
を
予
約
さ
れ
た
方
に
「
ち
ょ
リ

ス
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

今
後
も
積
極
的
に
イ
ベ
ン
ト
等
へ
参
加
し
、Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
の
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
、
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
に

取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

２
月
５
日
か
ら
１２
日
ま
で
開
催
さ

れ
る
「
第
６９
回
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」

７
丁
目
会
場
に
て
、
平
成
２９
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
全
道

小
・
中
学
生
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の

入
賞
作
品
６５
点
を
展
示
し
ま
す
。Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
共
済

連
北
海
道
は
、
交
通
ル
ー
ル
の
大
切
さ
や
交
通
安

全
に
対
す
る
願
い
が
描

か
れ
た
小
・
中
学
生
の

皆
さ
ん
の
作
品
を
通
し

て
、
交
通
事
故
防
止
の

意
識
づ
く
り
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

昨
年
１１
月
２１
日
に
札
幌
市
で
開
催

し
た
「
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会

実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
（
平
成

２７
年
開
催
）
の
決
議
事
項

の
実
践
機
運
を
高
め
る
こ

と
等
を
目
的
に
、『
新
規
担

い
手
倍
増
』
と
『
道
民
と

食
と
農
で
つ
な
が
る
サ

ポ
ー
タ
ー
５
５
０
万
人
づ
く
り
と
准
組
合
員
制
度
』

を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、Ｊ
Ａ
の
実
践
事
例
発
表
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、『
担
い
手
受

け
入
れ
へ
の
地
域
合
意
形
成
』
と
『
准
組
合
員
と

の
関
係
強
化
』
の
大
切
さ
な
ど
を
再
認
識
す
る
場

と
な
り
ま
し
た
。

ホ
ク
レ
ン

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆

様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
本

会
事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
広
報
誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て

お
り
ま
す
。
年
３
回
発
行
し
て
お
り
、
様
々
な
医

療
・
健
康
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

道
産
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
拡

大
を
目
的
に
酪
農
家
の
拠
出
金
で

継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
「
ミ
ル

ク
ラ
ン
ド
北
海
道
」
事
業
の
一
環

と
し
て
、
東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥

寺
の
商
業
施
設
「
コ
ピ
ス
吉
祥

寺
」
に
期
間
限
定
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｍ

Ｉ
Ｌ
Ｋ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｏ
↓
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
（
平
成

２９
年
１１
月
１５
日
〜
平
成
３０
年
３
月
２５
日
）
を
開
催

し
、
北
海
道
酪
農
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
お
り
ま
す
。

会
場
で
は
北
海
道
の
酪
農
家
が
実
際
に
訪
れ
、
来

場
者
と
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
毎
月
開
催
し
て
い

ま
す
。

昨年の会場の様子

ＪＡによる事例発表の様子
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◇…

回
答

１
．
旧
Ａ
コ
ー
プ
知
内
店
・
建
物
の
今
後

の
対
応
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

◇　

町
が
何
と
か
町
内
に
ス
ー
パ
ー
を
残

し
た
い
と
言
う
こ
と
で
、
量
販
店
の
誘

致
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
売
り
場
面

積
が
狭
小
で
あ
る
こ
と
や
施
設
修
繕
が

必
要
な
事
を
理
由
に
断
念
し
た
状
況
に

あ
り
ま
す
。
今
後
は
所
定
の
手
続
き
を

踏
ん
だ
中
で
解
体
・
更
地
の
方
向
で
検

討
し
ま
す
。

２
．
Ａ
コ
ー
プ
知
内
店
の
閉
店
や
、
今
回

の
乙
部
支
店
の
廃
止
な
ど
、
採
算
が
合

わ
な
い
と
閉
店
と
な
る
の
か
。

◇　

農
協
は
組
合
員
の
利
益
の
た
め
、
奉

仕
の
原
則
の
も
と
事
業
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
利
益
が
出
た
場
合
は
組

合
員
に
還
元
し
て
い
き
ま
す
。
乙
部
支

店
の
場
合
は
ス
タ
ン
ド
併
設
と
な
っ
て

い
る
金
融
店
舗
を
閉
店
し
ま
す
。Ａ

コ
ー
プ
知
内
店
は
施
設
の
老
朽
化
が
著

し
く
、
維
持
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
閉

店
と
な
り
ま
し
た
。

３
．
現
在
の
７
基
幹
支
店
体
制
を
見
直
し

し
て
、
も
っ
と
支
店
統
合
を
進
め
、
コ

ス
ト
削
減
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

◇　
（
要
望
）

４
．
営
農
畜
産
は
専
門
知
識
が
必
要
な
の

で
、
単
年
度
ご
と
に
異
動
さ
せ
な
い
で
、

よ
く
考
え
て
職
員
配
置
を
行
っ
て
欲
し

い
。
ま
た
、
専
門
知
識
の
習
得
等
、
職

員
教
育
も
し
っ
か
り
と
行
っ
て
欲
し
い
。

◇　
（
要
望
）

５
．
今
年
の
人
事
異
動
に
つ
い
て
、
ベ
テ

ラ
ン
職
員
も
新
人
職
員
も
同
じ
１
人
と

し
て
み
て
い
る
の
か
。
現
場
で
は
弊
害

も
出
て
い
る
。

◇　

人
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
当
Ｊ
Ａ
全

体
を
見
て
採
用
し
配
置
し
て
お
り
ま
す

が
、
採
用
決
定
後
の
辞
退
者
や
予
定
外

の
退
職
者
等
、
そ
の
欠
員
へ
の
補
充
も

現
在
の
就
職
環
境
は
、
売
り
手
市
場
で

あ
り
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

６
．
今
年
の
人
事
異
動
で
、
長
距
離
の
異

動
と
な
っ
た
職
員
が
い
る
が
、
基
幹
支

店
内
で
あ
れ
ば
分
か
る
が
移
動
距
離
を

考
慮
願
い
た
い
。

◇　

今
年
よ
り
、
通
勤
の
距
離
等
も
考
慮

し
て
異
動
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
各
支

店
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
え
て
異

動
し
て
お
り
、
一
部
や
む
を
得
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

７
．
こ
れ
か
ら
と
い
う
将
来
性
の
あ
る
若

い
職
員
が
辞
め
て
い
く
が
、
そ
の
理
由

を
よ
く
検
証
し
、
辞
め
る
職
員
が
続
か

な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

◇　
（
要
望
）

１
．
各
支
店
の
金
融
店
舗
等
の
廃
止
に
つ

い
て
の
プ
ロ
セ
ス
を
聞
き
た
い
。

◇　

金
融
店
舗
別
の
貯
金
残
高
や
来
店
数
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
状
況
等
の
デ
ー
タ
を
分

析
・
検
証
し
て
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
農
協
法
改
正
に
よ
る
公
認
会
計

士
監
査
や
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
体
制
整
備
基
準

へ
の
対
応
も
勘
案
し
、
地
区
内
の
合
意

形
成
に
努
め
な
が
ら
取
り
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

２
．
店
舗
再
編
に
あ
た
り
、
当
該
支
店
の

状
況
を
早
め
に
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、

収
支
改
善
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
と
考

え
る
の
で
、
早
め
の
対
応
を
検
討
願
い

た
い
。

◇　
（
要
望
）

３
．
素
牛
延
払
制
度
に
替
わ
る
新
資
金
の

内
容
に
つ
い
て
説
明
願
い
た
い
。

◇　

新
資
金
は
経
営
に
特
化
し
た
使
途
の

幅
が
拡
が
っ
た
対
策
資
金
で
す
。
活
用

方
法
に
よ
っ
て
は
、
利
用
者
の
負
担
軽

減
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

４
．
債
務
完
済
の
際
に
案
内
が
送
付
さ
れ

て
来
る
が
、
案
内
だ
け
で
は
な
く
、
担

保
抹
消
手
続
き
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

も
ら
い
た
い
。

◇　

受
託
資
金
の
完
済
の
場
合
だ
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
も
相
談
の
都
度
、

担
保
抹
消
の
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
も
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

１
．
農
家
人
口
の
減
少
に
つ
い
て
対
策
は

あ
る
の
か
。
新
規
就
農
者
な
ど
の
取
り

組
み
は
し
て
い
る
か
。

◇　

道
南
地
区
で
２
月
か
３
月
に
新
規
就

農
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
予
定
が
あ
り
ま

す
。
当
農
協
も
各
市
町
と
連
携
し
な
が

ら
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２
．
農
作
業
の
機
械
化
も
限
界
に
き
て
お

り
、
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

対
策
は
あ
る
か
。

◇　

外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
入
を
進
め

る
ほ
か
、
法
人
化
や
コ
ン
ト
ラ
組
織
の

設
立
等
も
選
択
肢
と
し
て
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
地
域
の
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

農
協
と
し
て
は
地
域
で
協
議
す
る
場
を

作
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
情

報
を
提
供
す
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

３
．
賦
課
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
見
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
あ
る
か
。

◇　

平
成
２２
年
に
賦
課
金
の
全
面
改
訂
を

行
い
、「
１０
年
は
こ
の
賦
課
金
で
い
き

た
い
」
と
し
て
お
り
、
間
も
な
く
１０
年

が
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
見
直
し
の
検

討
を
始
め
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
賦
課
金

の
使
い
道
と
し
て
地
域
振
興
費
や
組
織

助
成
金
の
あ
り
方
を
検
証
す
る
こ
と
か

ら
取
り
進
め
ま
す
。

４
．
賦
課
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
、デ
ー
タ

な
り
情
報
が
無
い
中
で
意
見
が
出
し
に
く

い
の
で
、次
回
の
懇
談
会
で
デ
ー
タ
な
ど

を
出
し
て
欲
し
い
。

◇　
（
要
望
）

５
．
賦
課
金
は
ど
う
い
う
性
質
の
も
の
で
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
、
組
合
員
の
理
解
が
薄
い
よ
う
に

感
じ
る
。

◇　

平
成
２８
年
度
実
績
で
は
地
域
振
興
費

に
３１
％
、
組
織
助
成
に
５０
％
、
残
り
約

２
割
は
営
農
指
導
経
費
と
し
て
使
用
し

て
い
ま
す
。
賦
課
金
の
見
直
し
に
あ

た
っ
て
は
、
時
間
を
か
け
な
が
ら
組
合

員
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
進

め
い
た
し
ま
す
。

６
．
助
成
金
が
減
ら
さ
れ
る
と
活
動
が
萎

縮
し
て
し
ま
う
。
今
後
も
組
織
の
助
成

や
地
域
振
興
費
は
減
ら
さ
な
い
で
欲
し

い
。

◇　
（
要
望
）

７
．
新
規
就
農
者
の
営
農
指
導
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

◇　

役
場
・
普
及
セ
ン
タ
ー
・
Ｊ
Ａ
で
構

成
す
る
営
農
指
導
対
策
協
議
会
で
対
応

し
て
参
り
ま
す
。

８
．
廃
プ
ラ
業
者
選
定
に
あ
た
り
、
な
ぜ

協
議
会
に
相
談
な
く
決
め
た
の
か
？
ゴ

ミ
に
対
す
る
支
出
は
敬
遠
さ
れ
や
す
い

の
で
単
価
に
つ
い
て
は
よ
り
良
い
方
向

で
検
討
頂
き
た
い
。

◇　

こ
れ
ま
で
利
用
し
て
い
た
西
武
建
設

運
輸
が
廃
プ
ラ
処
理
業
か
ら
撤
退
す
る

こ
と
な
っ
た
た
め
、
以
前
利
用
し
て
い

た
日
本
公
防
に
戻
し
ま
し
た
。
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
て
、
別
な
業
者
を
利
用

す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

９
．
第
５
次
振
興
計
画
に
お
け
る
「
所
得

２０
％
向
上
」
取
組
の
進
捗
状
況
を
教
え

て
頂
き
た
い
。

◇　

水
稲
で
は
農
薬
散
布
減
、
酪
畜
で
は

難
防
除
草
地
更
新
に
よ
る
良
質
粗
飼
料

の
確
保
・
専
用
種
で
は
分
娩
間
隔
の
短

縮
を
図
る
為
の
デ
ー
タ
提
供
な
ど
の
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
各
地

区
に
お
い
て
１
年
目
の
成
果
検
証
を
行

い
、
２
年
間
以
降
の
取
り
組
み
強
化
に

つ
な
げ
て
参
り
ま
す
。

１０
．
八
雲
の
み
な
ら
ず
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

が
足
り
な
い
現
状
で
、Ｊ
Ａ
な
ど
外
部

団
体
に
委
託
す
る
意
見
も
出
て
い
る
が
、

Ｊ
Ａ
と
し
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

◇　

当
Ｊ
Ａ
管
内
に
は
４
つ
の
ヘ
ル
パ
ー

組
合
が
あ
り
、
ど
の
地
区
も
人
材
確
保

が
厳
し
い
状
況
で
す
。
道
南
５
つ
の
ヘ

ル
パ
ー
組
合
が
一
体
と
な
っ
た
人
材
確

保
の
対
策
を
取
り
始
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
・
求
人
チ
ラ
シ
等
に
よ
り
募
集
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

１１
．
Ｊ
Ａ
事
業
の
中
に
共
撰
施
設
と
同
等

な
位
置
づ
け
で
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
を
入

れ
て
ほ
し
い
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
人
員
を
確

保
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
た
だ
け
な

い
か
。

◇　

各
ヘ
ル
パ
ー
組
合
の
考
え
方
も
あ
り
、

Ｊ
Ａ
傘
下
に
置
く
こ
と
で
利
用
者
負
担

が
増
え
る
事
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

慎
重
な
議
論
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

１２
．
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
募
集
に
あ
た
り
、
組

合
の
名
前
で
は
来
な
い
。
Ｊ
Ａ
と
い
う

ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
で
募
集
す
れ
ば
人
の

集
ま
り
方
が
違
う
と
考
え
る
。
Ｊ
Ａ
で

採
用
し
、
ヘ
ル
パ
ー
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に

異
動
さ
せ
る
な
ど
で
き
な
い
か
。

◇　

現
在
、
職
員
を
採
用
す
る
際
に
は
総

合
職
と
し
て
募
集
し
て
い
る
が
、
ヘ
ル

パ
ー
に
特
化
し
た
専
門
職
と
し
て
採
用

す
る
場
合
は
、
色
々
な
角
度
か
ら
待
遇

改
善
の
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
費

用
等
を
試
算
し
た
中
で
各
地
区
の
ヘ
ル

パ
ー
組
合
と
協
議
し
な
が
ら
取
り
進
め

致
し
た
い
。

１３
．
専
門
職
員
を
置
く
方
針
に
Ｊ
Ａ
の
姿

勢
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。
ヘ
ッ
ド
ハ
ン

テ
ィ
ン
グ
し
て
で
も
早
急
に
対
処
願
い

た
い
。
専
門
職
員
を
酪
農
セ
ン
タ
ー
に

置
く
よ
う
な
構
想
を
示
し
て
頂
き
た
い
。

◇　

（
要
望
）

１４
．
平
成
２１
年
に
畜
産
手
数
料
が
ア
ッ
プ

し
た
が
、
農
協
経
営
も
安
定
し
て
き
た

こ
と
か
ら
、
畜
産
手
数
料
を
下
げ
て
ほ

し
い
。

◇　

こ
こ
数
年
は
農
協
経
営
が
安
定
し
剰

余
金
等
を
出
し
て
い
る
が
、
金
融
部
門

の
利
ザ
ヤ
の
低
下
等
に
よ
り
、
今
後
の

農
協
経
営
は
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
た
い
。

１５
．
資
材
課
は
３
名
の
職
員
で
運
営
し
て

い
る
が
、
ク
ミ
カ
ン
訂
正
等
の
事
務
ミ

ス
が
多
く
現
在
の
体
制
で
は
職
員
数
が

不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

◇　

７
月
に
資
材
課
職
員
１
名
が
退
職
し
、

募
集
を
か
け
て
も
応
募
が
な
い
た
め
、

営
農
生
産
課
が
応
接
対
応
を
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
資
材
課
職
員
１
名
を
新
た

に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
．
労
働
力
不
足
の
対
策
と
し
て
、
農
協

全
体
で
外
国
人
実
習
生
等
の
活
用
を
検

討
願
い
た
い
。

◇　
（
要
望
）

２
．
契
約
南
瓜
の
精
算
が
遅
い
為
、
概
算

払
い
を
す
る
等
、
対
応
願
い
た
い
。

◇　

反
収
増
加
に
伴
う
契
約
数
量
の
超
過

や
歩
留
ま
り
等
を
要
因
に
、
価
格
交
渉

が
難
航
し
、
精
算
が
遅
延
し
ま
し
た
こ

と
を
お
詫
び
致
し
ま
す
。
今
後
は
概
算

払
い
対
応
含
め
、
早
期
な
精
算
に
努
め

ま
す
。

３
．
新
野
菜
広
域
流
通
施
設
の
進
捗
状
況

は
？

◇　

平
成
３２
年
の
春
稼
動
に
向
け
、
現
在
、

建
設
用
地
で
は
地
盤
を
強
化
す
る
為
、

盛
土
作
業
中
で
す
。
今
後
、
営
農
セ
ン

タ
ー
の
集
約
や
資
材
の
物
流
セ
ン
タ
ー

等
の
建
設
も
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

４
．
今
年
産
米
の
価
格
に
つ
い
て
教
え
て

頂
き
た
い
。

◇　

全
国
的
な
新
規
需
要
米
や
麦
等
へ
の

転
作
の
取
組
に
よ
り
、
需
給
が
締
ま
り
、

主
要
で
あ
る
「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
で
１

５
０
０
０
円（
俵
）以
上
と
な
っ
て
お
り
、

東
日
本
大
震
災
時
以
来
の
水
準
に
近
づ

い
て
い
ま
す
。

５
．
米
の
生
産
調
整
廃
止
後
に
お
け
る
加

工
米
の
取
扱
い
は
ど
う
な
る
か
。

◇　

北
海
道
と
し
て
は
「
生
産
の
目
安
」

を
決
定
し
て
、
各
再
生
協
議
会
（
市
町

村
）
に
対
し
主
食
米
や
加
工
米
の
数
量
、

面
積
の
配
分
が
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
国
が
各
都
道
府

県
に
配
分
後
、
道
か
ら
各
市
町
村
に
配

分
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
３０
年
産
か
ら
、

道
の
「
生
産
の
目
安
」
決
定
後
、
各
市

町
村
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

６
．
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
種
子
に
つ
い
て
、

年
々
配
分
が
減
少
し
て
い
る
が
、
ど
の

様
な
配
分
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
の

か
？

◇　

種
子
配
分
に
つ
い
て
は
、
道
米
対

ル
ー
ル
に
基
づ
き
、
低
タ
ン
パ
ク
米
比

率
や
１
等
米
比
率
が
基
準
と
な
り
配
分

さ
れ
ま
す
。
尚
、
前
年
配
分
の
９
０
％

は
固
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
生
産
販
売
部
関
係
】

【（
株
）
新
は
こ
だ
て
協
同
関
係
】

【
そ
の
他
関
係
】

１
．
燃
料
に
つ
い
て
、
他
の
ス
タ
ン
ド
よ

り
安
く
販
売
し
て
欲
し
い
。

◇　

地
域
の
市
況
を
睨
み
な
が
ら
、
極
力

安
く
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
を

願
い
ま
す
。

２
．
機
械
セ
ン
タ
ー
で
自
動
車
の
整
備
も

積
極
的
に
展
開
し
て
欲
し
い
。

◇　

施
設
の
整
備
コ
ス
ト
や
免
許
の
取
得

な
ど
、
自
動
車
整
備
は
難
し
い
も
の
と

判
断
し
て
お
り
ま
す
。

１
．
組
合
員
の
口
頭
で
の
要
請
・
疑
問
・

質
問
を
雑
談
レ
ベ
ル
で
当
該
職
員
で
と

ま
る
こ
と
な
く
、
役
員
ま
で
声
が
届
く

よ
う
希
望
す
る
。

◇　
（
要
望
）

２
．
組
合
員
の
意
見
が
響
か
な
い
Ｊ
Ａ
で

は
困
る
。
組
合
員
は
責
任
を
も
っ
て
発

言
し
て
お
り
、
真
摯
に
受
け
止
め
て
ほ

し
い
。

◇　
（
要
望
）

12



InformationCommunication

第
１
回
理
事
会
議
案（
定
例
）

●
日
時
／
平
成
30
年
2
月
23
日（
月
）10
時
3０
分
〜

●
場
所
／
北
斗
市
総
合
分
庁
舎

理
事
会
開
催
報
告

（
１
）
平
成
29
年
度
第
4
四
半
期
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

（
２
）
平
成
29
年
度
内
部
監
査
室
年
間
業
務
活
動
報
告
に
つ
い
て　

（
３
）
金
融
機
関
貸
付
の
実
行
に
つ
い
て（
案
件
１
）　

（
４
）
金
融
機
関
貸
付
の
実
行
に
つ
い
て（
案
件
２
）　　

（
５
）
利
益
相
反
取
引
に
係
る
包
括
承
認
貸
付
の
実
行
報
告
に

　
　
　

つ
い
て　

（
６
）
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て　

（
７
）
平
成
29
年
度
決
算
（
㈱
新
は
こ
だ
て
協
同
）
に
つ
い
て　

（
８
）
平
成
29
年
度
ク
ミ
カ
ン
精
算
状
況
に
つ
い
て　

（
９
）
予
約
取
り
ま
と
め
分
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
類
の
指
名
競
争
入

　
　
　

札
方
式
導
入
に
よ
る
資
材
仕
入
の
実
施
に
つ
い
て　

（
１０
）
遊
休
資
産
の
処
分
状
況
（
平
成
29
年
度
末
現
在
）
に
つ 

　
　
　

い
て　

（
１１
）
第
4
四
半
期
の
資
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

報
告
事
項

議
　
　
案

第
１
号　

平
成
30
年
度
経
営
定
期
点
検
実
施
計
画
に
つ
い
て

第
２
号　

役
員
選
任
実
施
要
領
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
３
号　

女
性
参
与
手
当
の
設
定
に
つ
い
て

第
４
号　

理
事
者
へ
の
貸
付
に
つ
い
て

第
５
号　
（
根
）抵
当
権
一
部
抹
消
の
承
認
に
つ
い
て

第
６
号　

定
款
第
28
条
第
7
項
に
基
づ
く
学
識
経
験
理
事

　
　
　
　

候
補
者
並
び
に
学
識
経
験
監
事
候
補
者
及
び
定

　
　
　
　

款
第
28
条
第
6
項
の
規
定
に
基
づ
く
監
事
候
補

　
　
　
　

者
の
推
薦
に
つ
い
て

第
７
号　

平
成
29
年
度
決
算
に
つ
い
て

第
８
号　

職
員
へ
の
期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

第
９
号　

平
成
29
年
度
剰
余
金
処
分（
案
）に
つ
い
て

第
１０
号　

平
成
30
年
度
事
業
計
画
〈
収
支
〉
の
一
部
変
更

　
　
　
　

に
つ
い
て

農協ラーメン
（1袋2食入り）

あっさぶの豆
（１袋110g入り）

◇日時：平成30年4月13日（金）午前10時～
◇場所：北斗市総合文化センター「かなでーる」大ホール
◇議案：平成29年度事業報告　他

　総代の役割とは…

第16回通常総代会を下記日程により開催致します。
総代皆様のご出席を賜りますよう宜しくお願い致します。

第16回通常総代会開催のご案内

　ＪＡの運営は組合員全員の総意に基づいて行われなければなりません。そのためにＪＡと
しての統一した意思を決定する場が「総代会」です。
　各地域より選出された「総代」は、総代会においてＪＡの運営方針などについて議論を行
い、議決権を行使します。正組合員の中から選出された総代は、いわば日本における国会
議員のような存在。組合員の代表としてＪＡの将来を決定する大切な役割を担っています。

かなでーる

数独®ニコリ
二重枠に入った
数字の合計は？

Q.

Q. A.

ルール

空いているマスに、1から9ま
での数字のどれかを入れます。

（1）

タテ列（9列）、ヨコ列（9列）、太
線で囲まれた3×3のブロック
（それぞれ9マスあるブロック
が9つ）のいずれにも1から9ま
での数字が1つずつ入ります。

（2）

➡

例

みんなのまるめ郎広場

応募締め切り 3月20日（火）（当日消印有効）
　応募用紙はこちら （切り取ってハガキにそのまま貼ってね。）

※下記応募用紙には必ず全て記入して下さい。※コメントのないものは無効とさせて頂きます。

こたえ

農協ラーメン ・あっさぶの豆
ご希望のプレゼント ※下記のいずれか1つに◯を付けて下さい

※広報誌へのご感想やご意見・ご要望、身近なできごとなどについて教えてください。

後継者の頑張る記事が心強い限りです。
七飯町 えみちゃんさん

理事会報告の中で何か一つでもよいから決まったことを書いてもら
えないだろうか。

八雲町 ヒロポンさん

江差や森の農家の情報がわかり、「となりの農家さん」はとても興味
深かったです。

八雲町 さっちゃんさん

例年になく大雪で毎日の雪かきが大変です。でも、筋トレだと思えば
耐えられますよ！

せたな町 くりりんさん

今年の大雪にはうんざりです。除雪作業の方、配達の方お疲れ様！！
北斗市 おていちゃんさん

ハウス周りの除雪で疲労困ぱい。春よ早く来い。
北斗市 やまちゃんさん

「ホウレンソウとジャガイモのチーズ焼き」美味しそうですね。
兵庫県 がっちゃんさん

えすぽわーる毎回楽しんで読ませて頂いています。
八雲町 カズＰさん

平昌五輪開幕、頑張れ日本！
上ノ国町 ノンノ１９５８さん

ステップアップ楽しみにしています。今月も材料を買って来てすぐ作
りました。出来栄えまずまずカナ

乙部町 あっチャンさん

読者の声 たくさんのご応募、
ありがとうございます。

せたな町　くりりんさん
八雲町　　カズＰさん
上ノ国町　ノンノ１９５８さん

クイズ当選者
今月号の当選者 今月は１２件の応募があり、厳正な抽選の

結果、次の 3名の方が当選となりました。

前回の答え
かなで～る

プレゼント

　　 E-mailアドレス  akinori.nakata@ja-shinhakodate.com

クイズ&投稿は、郵送またはFAX、メール、ホーム
ページのメールフォームで受け付けております。

JA新はこだて企画室 FAX：0138-77-5566
〒041－1201 北斗市本町１丁目１番21号

あて先

2 3
3クイズの正解者の中から抽選で　　名様に、

以下の　　種類からお好きな商品を　　袋
お送りします。
希望のプレゼントをご記入ください。
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ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

3
March 2018

No.

187

新はこだて

道南を農す

日本農業新聞を読んでますか？特集

せたな町 馬場 丈宜さん

題名：マルメロード第62章

まるめ郎アルバム

Ｄａｙ：２０１8．2．11

編集後記
　１月から２月にかけて各組合員組織の総会
が開催されています。私もいくつかの総会の
取材に行かせてもらいましたが、各組織の事
業活動内容を見ると、活動内容が発信されて
いないだけで素晴らしい活動をしている組織
が多いことに気づきました。
　広報担当として情報収集のアンテナを張り
巡らせ、素晴らしい活動をたくさん発信し、ＪＡ
の魅力を伝えられるよう、さらに頑張っていき
たいと思います。

（明）
あぐりへい屋の鍋まつりに行ってきました！
鍋を食べて、カラダの芯まで温まったよ！JA新はこだて facebook 検索

随時、最新情報を更新していますので、
ぜひチェックしてみてください。

facebookページ更新中！

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-944-904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-159-674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。

材　料（2人分）

作　り　方

キャベツ ・・・・・・・・・・・・・・ 1/4個

ツナ缶 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 1缶

アンチョビフィレ ・・・・・・・・・・・ 3枚

ニンニク（みじん切り） ・・・・・・・ 小さじ1

トマト ・・・・・・・・・・・・・・・ 1/2個

塩・こしょう ・・・・・・・・・・・・・・適宜

オリーブ油 ・・・・・・・・・・・・ 大さじ1

キャベツとツナのサラダ
～アンチョビ風味

フライパンにオリーブ油・ニンニク・アンチョビ

フィレを入れ、弱火で香りを出し、軽く油を

切ったツナ缶を入れ、火を止める。

鍋に湯を沸かし、塩少々を入れ、ざく切りにし

たキャベツをさっとゆでざるにあげる。

ボウルにキャベツを入れ、（１）とあえて皿に盛

り付ける。トマトを飾り、こしょうを掛け出来上

がり。

（１）

（２）

（３）

キャベツが温かいうちにあえると味がよくなじみます。

「キッチン晴人」のオーナーシェフ

永井 智一（ながい ともかず）
「キッチン晴人」のオーナーシェフ。
1975年茨城県水戸市生まれ。高校卒業
後、都内のすし店で修業後、帰郷し懐石料
理を学ぶ。2013年12月に畑とつながるをコ
ンセプトとした「キッチン晴人」をオープンし、
地元農産物を生かした料理を提供中！

料理
ステップアップ

楽しく

point

第
1
8
7
号

電
話
／
0138-77-5555　

ＦＡ
Ｘ
／
0138-77-5566

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.ja-shinhakodate.jp/

編
　
集
／
企
画
室
　
　
印
　
刷
／
有
限
会
社
　
三
和
印
刷

平
成
30年

3月
9日
発
行

発
　
行
／
新
函
館
農
業
協
同
組
合
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